
幼保連携型認定こども園

     Ｈ２９．４．１． 泉佐野すえひろ保育園

　　①保護者との信頼関係の構築。

　　②環境構成の充実。

　　③安全管理・衛生管理に努める。

　　④地域との関わり。

３．評価項目の達成及び取り組み状況（自己評価）

　　①幼保連携型認定こども園として、職員間の連携の強化をはかる。

　　②食育に力を入れる。

　　③異年齢児の日常的交流を充実させる。

　　④地域の子育て家庭からの相談を受けやすい体制づくりに努める。

２．評価項目

　　①今年は、４月当初は新人職員を多く配置しているという実情もあり、新人教育に力を注ぐあまりに、
      全体としての職員間の連携を取るのが難しかったが、各行事を計画するにつれてだんだんと職員間
      の連携をはかることができてきた。

　　②日本の伝統文化にまつわる「行事食」を体験する工夫ができた。

　　③各行事を通じて、違った年齢の子ども達との関わりを持てるようになった。

　　④「育児相談」や「親子教室」などの事業により、地域の子育て家庭の方の孤立化を防ぎ、子育ての
      悩みを相談できる機会を提供できた。

平成２８年度　自己評価結果公表シート

１．本園の教育・保育理念・目標

　　理念　　・互いの命の尊厳を尊重し、互いを思いやる心を持つ
　　　　　　　・すべての人に生きる夢と勇気と希望を提供する
　　　　　　　・常に感謝の心を持つ

　　目標　　・心身ともに健康な子ども
　　　　　　　・友達を大切にし、元気に遊ぶ子ども
　　　　　　　・思いやりを持った情緒豊かな子ども
　　　　　　　・のびのびと自己を表現する素直な子ども

４．本年度、重点的に取り組む目標・計画
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平成28年度　自己評価結果公表シート

１．本園の教育・保育目標

　　理念　　・互いの命の尊厳を尊重し、互いを思いやる心を持つ
　　　　　　　・すべての人に生きる夢と勇気と希望を提供する
　　　　　　　・常に感謝の心を持つ

　　目標　　・心身ともに健康な子ども
　　　　　　　・友達を大切にし、元気に遊ぶ子ども
　　　　　　　・思いやりを持った情緒豊かな子ども
　　　　　　　・のびのびと自己を表現する素直な子ども

４．来年度、重点的に取り組む目標・計画

　　①今年度は、幼保連携型認定こども園として初年度。職員も戸惑う部分があったので、
       本年度は職員間の連携の強化をはかる。

　　②運動や体力強化に力を入れる。

　　③文字や数に触れ合う時間を充実させる。

　　④子育て家庭への各種教室や園庭解放の情報提供強化と合わせ、相談を受けやすい体制づくりに努
める。

３．評価項目の達成及び取り組み状況（自己評価）

　　①幼保連携型認定こども園として初めての年であるので、新たに迎え入れた１号認定の園児が
       スムーズに当園に馴染めるように、職員がより良い教育・保育方法を積極的に学び、子ども
       一人一人に応じた教育・保育が行えるよう、研修の機会を増やし職員教育を行っていく。

　　②幼保連携型認定こども園として初年度であるので、保護者にも戸惑いがあると推察されるので、
       園での取り組みを積極的に保護者に知らせ、理解して頂くよう努める。

　　③職員の個々の力量の向上とチームワークづくりに努める。

　　④地域の子育て支援をより一層充実していく。

２．評価項目

　　①教育・保育目標を基盤に、各種研修会に参加した結果、各担任の指導力・教育力を高めることが
       できた。

　　②園行事や園での様子を写真付きポスターで保護者に伝えることができた。

　　③新人職員の教育に力を入れ、研修にも参加した。しかし研修に行った職員が、その学んできたことを
       他の職員全員に伝える機会を完全にもうけるまでには至っていない。

　　④子育て支援で行っている各種教室や園庭解放、子育てサロン等、参加人数が少ない状況であった。


